
落
合
宿
井
口
家
と
養
蚕 

 

令
和
五
・
六
・
三
○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉
村
啓
治 

  
 

は
じ
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中
津
川
市
落
合
の
本
陣
家
井
口
家
は
本
陣
業
務
が
終
了
し
て
か
ら

は
、
養
蚕
業
に
携
わ
っ
て
い
た
。
「
井
口
家
本
陣
資
料
」
に
は
、
養

蚕
に
関
係
し
た
各
種
文
書
類
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

私
は
、
こ
れ
ら
の
実
物
は
拝
見
し
て
い
な
い
の
で
、
内
容
に
つ
い

て
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
養
蚕
資
料
を
詳
細
に
検
討
し
な
い
と

中
津
川
市
特
に
落
合
町
及
び
井
口
家
の
「
養
蚕
業
の
歴
史
」
を
語
る

こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

こ
こ
で
、
今
回
は
養
蚕
と
生
糸
生
産
の
歴
史
に
つ
い
て
『
中
津
川

市
史
』
（
下
巻
・
近
代
編Ⅰ

）
を
元
に
し
て
、
述
べ
た
い
。
全
国
的

展
開
に
つ
い
て
は
関
係
著
書
を
取
り
上
げ
た
。 

  
 

第
一
節 

養
蚕
と
製
糸 

  

我
が
国
は
古
代
か
ら
江
戸
中
期
頃
迄
は
生
糸
や
絹
の
輸
入
国
で

あ
っ
た
。
し
か
し
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
生
糸
の
輸
出
が
急

増
し
、
一
躍
輸
出
大
国
と
な
っ
た
。
昭
和
初
期
に
は
年
間
四
○
万
ト

ン
程
の
繭
を
生
産
し
、
世
界
一
の
時
代
と
な
っ
た
。
第
二
次
大
戦
に

よ
り
生
糸
生
産
や
絹
製
品
が
休
止
状
態
と
な
っ
た
。
戦
後
は
一
時
期

生
産
が
復
活
し
た
も
の
の
、
昭
和
五
○
年
以
後
は
生
糸
輸
出
は
途
絶

え
て
し
ま
っ
た
。
平
成
二
年
（
一
九
九
○
）
で
は
世
界
の
繭
生
産
の

四
％
と
な
っ
て
お
り
、
二
・
一
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。 

 

二
十
一
世
紀
で
は
国
内
の
絹
製
品
特
に
和
服
の
使
用
が
減
少
し
て

お
り
、
ま
す
ま
す
生
糸
生
産
・
絹
製
品
の
使
用
が
減
少
の
一
途
で
あ

る
。
参
考
文
献
は
伊
藤
智
夫
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
』
（
絹Ⅱ

） 

法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
二
年
六
月
一
日 

で
あ
る
。 

 

生
糸
は
蚕
か
ら
作
ら
れ
る
。
蚕
の
卵
（
蚕
種
）
は
平
ら
な
紙
に
産

み
付
け
て
あ
る
か
ら
「
種
紙
・
蚕
種
紙
・
蚕
紙
」
と
呼
ば
れ
る
。 

 

上
等
な
種
紙
に
は
五
万
粒
の
卵
を
産
み
付
け
て
い
た
。
こ
の
種
紙 

を
作
る
に
は
雌
蛾
が
一
○
○
匹
以
上
が
必
要
で
あ
っ
た
。
蚕
の
幼
虫

を
見
て
雄
雌
を
鑑
別
す
る
鑑
別
士
は
女
性
が
多
く
「
鑑
別
嬢
」
と
呼

ば
れ
各
地
で
厚
遇
さ
れ
た
。 

 

「
養
蚕
発
祥
」
は
中
国
江
南
地
方
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は 

「
カ
イ
コ
」
（
家
蚕
＝
飼
子
＝
飼
育
蚕
）
で
あ
り
、
カ
イ
コ
蛾
科
に

は
カ
イ
コ
、
ク
ワ
コ
（
桑
蚕
）
、
オ
オ
ク
ワ
ゴ
モ
ド
キ
、
カ
ギ
バ
モ

ド
キ
、
ス
カ
シ
サ
ン
が
い
る
。
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
科
に
は
繭
が
利
用
さ
れ

る
蛾
と
し
て
ヤ
マ
マ
ユ
（
テ
ン
サ
ン
＝
天
蚕
）
、
サ
ク
サ
ン
、
ク
ス

サ
ン
、
シ
ン
ジ
ュ
サ
ン
、
エ
リ
サ
ン
が
い
る
。
「
山
繭
」
飼
育
と
し

て
は
中
津
川
市
川
上
地
区
（
旧
恵
那
郡
川
上
村
）
が
有
名
で
あ
る
。 

 
川
上
（
か
わ
う
え
）
地
区
で
は
地
元
で
ヤ
マ
マ
ユ
を
飼
育
し
、
地

域
の
生
産
者
が
小
規
模
な
が
ら
、
生
糸
生
産
か
ら
絹
布
製
造
迄
一
貫



し
て
進
め
、
各
種
絹
製
品
に
仕
上
げ
、
道
の
駅
で
販
売
し
て
い
る
。 

 
戦
後
の
昭
和
五
○
年
以
前
は
信
州
だ
け
で
な
く
、
東
濃
各
地
に
お

い
て
製
糸
工
場
の
他
各
家
庭
に
て
も
桑
木
を
育
て
、
蚕
を
養
い
、
年

に
三
回
は
生
糸
生
産
を
し
て
い
た
。
私
も
幼
少
期
に
は
町
内
や
親
戚

に
て
も
「
お
蚕
さ
ま
」
を
育
て
、
現
金
収
入
の
足
し
に
し
て
い
た
。 

 

ま
た
自
家
用
機
織
り
機
（
は
た
お
り
）
が
あ
り
、
女
性
が
絹
布
を 

製
造
し
て
い
る
姿
を
よ
く
見
た
も
の
で
あ
る
。 

 

第
二
節 

江
戸
期
の
養
蚕 

 

参
考
資
料
は
、
志
村
和
次
郎
『
絹
の
国
を
創
っ
た
人
々
』
上
毛
新

聞
社
、
二
○
一
四
年
七
月
五
日
と
畑
中
章
浩
『
蚕
』
（
絹
糸
を
吐
く

虫
と
日
本
人
）
晶
文
社
二
○
一
五
年
一
二
月
二
五
日 

で
あ
る
。 

 

江
戸
時
代
で
は
庶
民
の
絹
着
用
は
禁
止
さ
れ
た
が
、
貴
族
・
武
士 

層
で
は
需
要
が
多
く
、
中
国
産
の
輸
入
が
多
く
、
国
内
の
銅
が
大
量

に
流
出
し
た
。
そ
こ
で
幕
府
は
輸
入
を
抑
え
る
た
め
国
内
養
蚕
を
奨

励
し
た
。
江
戸
時
代
後
半
に
入
る
と
養
蚕
技
術
の
研
究
が
進
み
、
多

数
の
「
養
蚕
書
籍
」
も
創
ら
れ
た
。
『
養
蚕
秘
録
』
は
出
島
の
シ
ー

ボ
ル
ト
も
入
手
し
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
持
ち
帰
っ
た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス

の
パ
ス
ツ
ー
ル
研
究
所
で
も
テ
キ
ス
ト
に
さ
れ
た
。 

 

江
戸
後
期
に
は
夏
蚕
（
な
つ
ご
）
・
秋
蚕
（
あ
き
ご
）
飼
育
の
開

始
と
寒
暖
計
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
生
糸
や
蚕
種
の
増
産
に
成
功
し

て
い
る
。
『
信
州
蚕
業
沿
革
史
料
』
に
よ
る
と
、
夏
蚕
は
文
政
、
天

保
年
間
（
一
八
一
八
～
一
八
四
三
）
に
上
田
地
方
で
始
ま
り
、
松
本

地
方
に
広
が
り
、
上
州
や
武
州
に
伝
播
し
た
。
秋
蚕
も
信
州
で
蚕
種 

を
風
穴
に
貯
蔵
す
る
こ
と
で
、
夏
蚕
を
秋
季
に
発
生
さ
せ
た
。
こ
れ

は
慶
応
年
間
（
一
八
六
五
～
一
八
六
七
）
か
ら
普
及
し
た
。 

 

蚕
は
卵
か
ら
孵
化
し
て
繭
を
作
る
迄
は
約
三
○
日
か
か
り
、
大
半

は
人
間
が
世
話
を
し
な
い
と
飼
育
で
き
な
か
っ
た
。
室
内
の
温
度
管

理
が
大
事
で
あ
り
、
経
験
と
勘
で
飼
育
し
て
い
た
。
天
保
十
三
年
（
一

八
四
二
）
岩
代
国
中
村
善
右
衛
門
が
温
度
計
を
発
明
し
、
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
「
蚕
当
計
」
と
命
名
し
て
一
般
に
頒
布
し
た
。 

 

シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
医
術
を
学
ん
だ
二
本
松
藩
医
の
稲
沢
宗
庵
か
ら

「
体
温
計
」
の
製
作
方
法
を
知
り
、
研
究
の
結
果
「
寒
暖
計
」
を
自

作
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
繭
か
ら
生
糸
を
取
る
方
法
は
江
戸
中
期
で
は
「
胴
繰
り
」
と

呼
ば
れ
る
木
製
円
筒
に
巻
き
取
る
方
法
で
あ
っ
た
。
や
が
て
「
手
挽

き
」
と
呼
ぶ
糸
枠
に
手
回
し
把
手
（
ハ
ン
ド
ル
）
が
つ
い
た
道
具
が

発
明
さ
れ
、
糸
取
り
の
ス
ピ
ー
ド
が
向
上
し
た
。
十
九
世
紀
末
に
は

上
州
で
「
座
繰
器
」
が
発
明
さ
れ
、
歯
車
で
糸
巻
き
速
度
を
上
げ
る

仕
組
み
の
た
め
、
製
糸
技
術
は
一
挙
に
能
率
的
に
な
っ
た
。 

 

第
三
節 

幕
末
～
明
治
初
期
の
養
蚕 

 

前
出
の
畑
中
章
浩
『
蚕
』
に
よ
る
と
、
幕
末
の
開
港
（
神
奈
川
、

長
崎
、
箱
館
）
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
当
時
の
輸
入
品
の
筆
頭
は 

綿
花
、
綿
製
品
で
、
輸
出
品
は
生
糸
・
蚕
種
、
そ
れ
と
茶
で
あ
っ
た
。 

絹
関
係
の
需
要
の
増
大
は
全
国
各
地
の
蚕
糸
業
の
勃
興
に
結
び
付
い



た
。
各
地
で
桑
畑
が
増
加
し
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
（
慶
応
）
に
は 

生
糸
だ
け
で
な
く
、蚕
種
の
輸
出
が
増
加
し
慶
応
元
年（
一
八
六
五
） 

で
は
三
○
○
万
枚
の
蚕
種
紙
が
外
国
へ
出
た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
を

中
心
に
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
蚕
病（
ノ
ゼ
マ
原
虫
）が
大
発
生
し
、 

繭
の
生
産
が
減
少
し
て
し
ま
い
、
そ
の
対
策
と
し
て
日
本
産
蚕
種
を 

求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
需
要
は
明
治
初
期
だ
け
で
、
蚕
病
に

対
す
る
対
応
法
が
確
立
し
た
。
（
パ
ス
ツ
ー
ル
研
究
所
）
後
は
、
蚕

種
よ
り
生
糸
の
輸
出
が
進
ん
だ
。
そ
し
て
明
治
半
ば
で
は
蚕
種
の
輸

出
は
途
絶
え
た
。 

 

蚕
を
育
て
る
に
は
桑
畑
を
作
り
栽
培
す
る
必
要
が
あ
る
。
幕
府
は

田
畑
に
桑
を
植
え
る
こ
と
を
禁
止
し
、
荒
れ
地
に
植
え
る
よ
う
指
示

し
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
政
府
は
桑
の
栽
培
地
は
自
由
と

し
た
。
リ
ン
ネ
が
命
名
し
た
七
種
の
桑
の
う
ち
現
在
は
三
種
だ
け
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
則
、
白
桑
（
カ
ラ
ヤ
マ
グ
ワ
）
、
黒
桑
（
ク
ロ

ミ
グ
ワ
）
、
赤
桑
（
ア
カ
ミ
グ
ワ
）
で
あ
る
。
我
が
国
自
生
の
桑
は

五
種
で
あ
る
。
ヤ
マ
グ
ワ
、
ケ
グ
ワ
、
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
グ
ワ
、
オ
ガ
サ

ハ
ラ
グ
ワ
、
シ
マ
グ
ワ
（
沖
縄
諸
島
）
で
列
島
全
域
に
自
生
す
る
の

は
ヤ
マ
グ
ワ
（
ボ
ン
ビ
シ
ス
）
で
あ
る
。
現
在
の
我
が
国
の
栽
培
種 

は
ヤ
マ
グ
ワ
系
、
カ
ラ
ヤ
マ
グ
ワ
系
（
中
国
産
）
、
ロ
グ
ワ
系
（
魯

桑
＝
中
国
産
）
の
三
種
で
あ
る
。 

 

志
村
和
次
郎
『
絹
の
国
を
創
っ
た
人
々
』
よ
り
幕
末
・
明
治
期
の

産
業
革
命
と
製
糸
業
に
つ
い
て
見
よ
う
。 

○
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
中
居
屋
重
兵
衞
が
横
浜
出
店
、
外
国
商

館
と
の
取
引
を
開
始
、
生
糸
が
主
要
輸
出
品
と
な
る
。 

○
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
原
善
三
郎
（
亀
屋
）
が
横
浜
で
生
糸
の

委
託
販
売
で
業
界
ト
ッ
プ
と
な
る
。 

○
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
富
岡
製
糸
場
初
代
所
長
に
尾
高
惇
忠 

○
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
官
営
富
岡
製
糸
場
開
設
、
新
橋
と
横
浜 

 

間
鉄
道
の
開
業 

○
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
星
野
長
太
郎
、
民
間
初
の
器
械
製
糸
の 

 

水
沼
製
糸
所
を
開
設 

○
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
二
）
富
岡
製
糸
場
を
三
井
に
払
い
下
げ 

○
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
星
野
長
太
郎
の
働
き
で
「
生
糸
直
輸 

 

出
奨
励
法
」
が
成
立
、
新
貨
幣
法
で
金
本
位
制
と
な
る
。 

○
明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
二
）
聟
養
子
原
富
太
郎
、
三
井
よ
り
富

岡
製
糸
場
を
買
収
、
合
名
会
社
と
す
る
。 

○
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
富
岡
製
糸
場
近
く
の
「
荒
船
風
穴
」
の

蚕
種
貯
蔵
庫
が
全
面
的
に
稼
働
す
る
。
三
基
の
風
穴
で
百
十
万
枚

の
蚕
種
を
保
管
し
た
。
そ
の
後
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
以
後
は

電
気
冷
蔵
装
置
の
開
発
に
よ
り
、
風
穴
貯
蔵
は
廃
止
さ
れ
た
。 

◎
洋
式
技
術
の
導
入
と
殖
産
興
業
・
官
営
事
業
の
推
進 

 

明
治
に
お
け
る
「
産
業
革
命
」
は
「
国
家
に
お
け
る
器
械
化
」
の

推
進
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
鉱
山
・
製
鉄
・
灯
台
・
鉄
道
・
電

信
の
五
事
業
（
工
部
省
）
で
あ
り
、
製
糸
、
織
物
の
軽
工
業
に
お
け

る
技
術
革
新
・
器
械
化
で
あ
っ
た
。
官
営
富
岡
製
糸
場
は
フ
ラ
ン
ス

の
器
械
化
技
術
・
技
師
の
導
入
に
よ
り
近
代
化
を
目
指
し
た
。 



 

江
戸
時
代
末
期
に
活
動
し
た
地
域
の
資
産
家
を
産
業
革
命
の
担
い

手
と
し
て
「
資
本
主
義
の
事
業
家
」
と
な
る
よ
う
進
め
た
の
が
明
治

政
府
で
あ
る
。
と
り
わ
け
養
蚕
・
製
糸
・
織
物
・
茶
の
輸
出
面
で
の

外
貨
獲
得
効
果
が
大
き
か
っ
た
。
外
貨
が
産
業
資
本
と
な
り
、
機
械

化
に
よ
る
大
量
生
産
活
動
に
結
び
つ
い
た
。
こ
う
し
て
生
糸
産
業
が

明
治
の
近
代
産
業
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
横
浜
で
活
躍
し
た

生
糸
貿
易
商
（
豪
商
）
の
中
核
は
上
州
の
生
糸
商
人
達
で
あ
っ
た
。 

 

又
上
州
生
糸
は
全
国
的
に
も
高
品
質
で
あ
り
、
人
気
が
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
外
国
商
人
に
「
買
い
た
た
か
れ
て
薄
利
」
で
あ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
、
大
商
人
達
は
「
直
輸
出
」
に
よ
り
利
益
増
を
図
っ
た
の

で
あ
る
。
生
糸
の
売
り
上
げ
高
は
、
上
州
・
信
州
・
武
州
の
順
で
あ

る
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
で
は
生
糸
輸
出
額
の
四
分
の
一
は

新
井
領
一
郎
が
占
め
た
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ

販
路
を
開
発
し
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
は
ア
メ
リ
カ
向
け

が
五
八
％
と
逆
転
し
た
。
明
治
四
○
年
（
一
九
○
七
）
に
は
約
七
○
％

が
ア
メ
リ
カ
向
け
で
あ
っ
た
。 

 

『
中
津
川
市
史
』
（
下
巻
・
近
代
編Ⅰ

）
に
見
る
落
合
村
の
養
蚕 

 

恵
那
地
方
は
江
戸
時
代
の
養
蚕
は
夏
季
の
み
で
あ
っ
た
が
、
明
治

初
年
（
一
八
六
八
）
に
春
蚕
を
飼
う
こ
と
が
開
始
し
た
。
そ
の
後
明

治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
は
養
蚕
教
師
に
よ
り
「
温
暖
育
」
法
が

導
入
さ
れ
普
及
し
た
。
落
合
村
の
糸
魚
川
勘
次
郎
等
先
駆
者
が
秋
蚕 

の
飼
育
と
普
及
に
努
め
た
。
落
合
村
で
は
、
既
に
旧
幕
府
時
代
か
ら

自
家
用
と
し
て
蚕
を
飼
育
し
て
い
た
。
明
治
の
初
年
頃
村
内
の
二
・

三
の
有
力
者
が
信
州
地
方
よ
り
春
蚕
種
数
枚
を
購
入
し
て
養
蚕
を
始

め
た
。
そ
の
後
村
内
で
養
蚕
が
広
ま
り
、
明
治
二
十
二
・
三
年
（
一

八
八
九
～
一
八
九
○
）
頃
が
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
養
蚕
の
た
め
上
田

に
桑
を
植
え
、
山
林
・
原
野
を
開
墾
し
て
桑
園
に
し
た
。
中
に
は
養

蚕
業
に
失
敗
し
て
資
産
を
失
う
者
も
出
た
。
そ
こ
で
村
内
の
有
力
者

達
は
「
飼
育
法
の
講
習
会
」
を
開
き
、
啓
発
活
動
を
し
た
。
そ
の
結

果
「
飼
育
技
術
」
が
向
上
し
、
順
調
に
発
展
し
て
き
た
。 

 

落
合
村
の
鈴
木
弘
道
、
鈴
木
利
一
、
上
田
庄
蔵
等
は
新
し
い
副
業

と
し
て
養
蚕
を
採
り
入
れ
、
村
民
を
啓
発
し
て
い
っ
た
。 

 

第
四
節 

明
治
～
大
正
の
養
蚕 

（
一
）
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
生
糸
の
輸
出
量
と
収
入
額
、
輸

出
先
に
つ
い
て
は
『
横
浜
市
史
』
（
四
巻
上
）
の
資
料
が
あ
る
。 

○
明
治
二
○
年
（
一
八
八
七
）
三
一
四
七
千
斤
（
一
斤
＝
六
百
ｇ
） 

 

一
九
三
九
二
千
円
、
ア
メ
リ
カ
六
七
、
六
％
、
フ
ラ
ン
ス
三
四
、 

 

三
％
、
イ
ギ
リ
ス
四
、
四
％ 

○
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
五
四
三
一
千
斤
、
三
六
三
二
一
千
円 

 

ア
メ
リ
カ
六
二
、
六
％
、
フ
ラ
ン
ス
三
三
、
五
％
、
英
一
、
一
％ 

○
明
治
三
三
年
（
一
九
○
○
）
四
六
三
○
千
斤
、
四
四
六
五
七
千
円 

 

ア
メ
リ
カ
五
九
、
六
％
、
フ
ラ
ン
ス
二
四
、
三
％
、
英
○
、
八
％ 

○
明
治
四
○
年
（
一
九
○
七
）
九
三
七
三
千
斤
、
一
億
一
六
九
八
八 

 
千
円
、
ア
メ
リ
カ
六
八
、
二
％
、
フ
ラ
ン
ス
二
一
、
六
％ 

○
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
七
四
三
八
千
斤
、
一
億
五
千
一
六 



 

九
万
三
千
円
、
ア
メ
リ
カ
七
六
、
六
％
、
フ
ラ
ン
ス
一
一
、
五
％ 

 
イ
ギ
リ
ス
○
、
二
％
、
カ
ナ
ダ
○
、
一
％ 

○
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
二
○
七
三
八
千
斤
、
一
億
九
千
一
一
四 

 

万
円
、
ア
メ
リ
カ
六
六
、
六
％
、
フ
ラ
ン
ス
一
七
％
、
イ
ギ
リ
ス 

 

○
、
五
％
、
カ
ナ
ダ
○
、
三
％ 

○
昭
和
一
○
年
（
一
九
三
五
）
売
上
高
は
約
三
億
円
と
な
っ
た
。 

（
二
） 

『
中
津
川
市
史
』
で
は
明
治
三
八
年
（
一
九
○
五
）
の
養

蚕
状
況
に
つ
い
て
、落
合
村
と
近
隣
の
村
の
デ
ー
タ
を
載
せ
て
い
る
。 

 

阿
木
村 

養
蚕
戸
数
四
五
○
戸
、
桑
園
三
五
○
反
、
春
・
夏
・
秋 

 

蚕
で
六
三
七
石 

 

坂
本
村 

二
一
○
戸
、
四
五
六
反
、
春
・
夏
・
秋
蚕
五
九
三
石 

 

中
津
町 

五
一
○
戸
、
六
二
五
反
、
春
・
夏
・
秋
蚕
一
八
五
七
石 

 

苗
木
村 

三
七
六
戸
、
四
七
五
反
、
春
・
夏
・
秋
蚕
五
九
二
石 

○
落
合
村 

一
九
○
戸
、
二
三
一
反
、
春
蚕
一
三
石
、
秋
蚕
四
二
○ 

 

石
合
計
四
三
三
石
、
落
合
村
は
春
蚕
と
夏
蚕
の
生
産
が
低
い
。 

 

落
合
村
の
人
々
は
古
来
農
業
の
傍
ら
副
業
と
し
て
旅
人
の
宿
屋
を

業
と
し
、或
い
は
街
道
の
荷
物
運
搬
に
よ
り
生
活
の
糧
を
得
て
い
た
。 

 

明
治
維
新
後
は
、
こ
の
交
通
関
係
の
副
業
は
廃
れ
た
。 

 

落
合
村
で
は
明
治
二
○
年
代
迄
に
村
内
上
田
を
桑
園
と
し
て
養
蚕

活
動
を
続
け
た
。 

 

蚕
種
紙
（
蚕
卵
紙
）
製
造
に
つ
い
て
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

の
「
物
産
取
調
書
」
に
、
中
津
川
村
「
蚕
卵
紙
三
九
一
四
枚
、
斤
九

四
四
円
一
○
銭
、
一
枚
当
二
四
銭
一
厘
二
毛
」
と
あ
り
、
落
合
村
「
再

出
蚕
卵
紙
四
○
枚
、
金
五
円
」
と
あ
る
。 

 

明
治
一
○
年
（
一
八
七
二
）
で
は
、
中
津
川
村
「
二
千
枚
、
金
二 

五
○
円
」
落
合
村
「
五
○
枚
、
金
四
円
」
と
あ
る
。 

 

営
業
に
は
「
製
造
鑑
札
」
と
「
売
買
鑑
札
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。 

 

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
で
は
、
原
紙
百
枚
に
付
売
捌
代
価
が 

 

金
七
拾
五
銭
、
製
造
鑑
札
は
金
拾
銭
、
売
買
鑑
札
は
金
二
十
銭 

 

で
あ
っ
た
。
明
治
一
○
年
代
に
は
岐
阜
県
内
で
も
「
風
穴
蚕
種
」

が
普
及
し
始
め
て
い
る
。 

（
三
）
恵
那
郡
に
お
け
る
養
蚕
振
興
（
同
業
組
合
） 

 

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
頃
東
濃
で
は
中
津
川
村
の
勝
野
吉
兵

衛
が
発
起
人
と
な
り
「
恵
那
蚕
種
同
業
者
組
合
」
を
設
立
し
た
。 

 

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
九
月
「
恵
那
郡
養
蚕
談
話
会
」
が
開

か
れ
、
苗
木
村
の
鈴
木
三
蔵
が
会
頭
と
な
り
、
落
合
村
の
糸
魚
川
勘 

次
郎
も
参
加
し
た
。
蚕
種
で
は
そ
の
製
造
法
と
貯
蔵
法
が
話
題
と
な

り
、
糸
魚
川
勘
次
郎
が
製
造
法
に
つ
い
て
解
説
し
た
。 

 

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
岐
阜
県
庁
で
は
蚕
種
の
肉
眼
検
査
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
恵
那
郡
で
も
組
合
総
会
で
、
検
査
済
に
は
組

合
の
証
票
を
貼
り
、
一
枚
に
一
銭
を
徴
収
し
、
組
合
費
・
研
究
費
と

し
た
。 

 

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
岐
阜
県
で
は
蚕
種
業
者
に
鑑
札
を
渡

す
こ
と
に
し
た
。
恵
那
郡
で
は
二
二
名
で
あ
っ
た
。
落
合
村
八
名
、 

長
島
村
三
名
、
東
野
村
三
名
、
坂
下
村
三
名
、
茄
子
川
村
、
駒
場
村
、 

上
村
、
付
知
村
、
椋
実
村
各
一
名
で
あ
っ
た
。
落
合
村
が
圧
倒
的
に



多
か
っ
た
。
や
が
て
明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
恵
那
郡
地
域

が
養
蚕
の
全
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

（
四
）
養
蚕
事
業
の
貢
献
者
勝
野
又
三
郎 

 

明
治
二
七
年
よ
り
数
年
間
、
長
野
県
養
蚕
教
師
横
山
春
吉
を
招
き 

恵
那
郡
各
地
を
巡
回
指
導
さ
せ
た
。
ま
た
明
治
三
六
年
に
は
愛
知
県 

高
山
謙
二
を
招
き
、
数
年
間
養
蚕
指
導
に
当
て
た
。
大
正
元
年
に
は 

三
龍
社
養
蚕
部
中
津
支
所
に
指
導
を
委
嘱
し
、
各
養
蚕
組
合
の
発
展

に
寄
与
し
た
。 

（
五
）
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
八
月
、
岐
阜
県
で
は
「
原
蚕
種
製

造
所
」
を
設
立
し
、
無
償
で
配
付
し
た
。
ま
た
郡
農
会
や
養
蚕
組
合

の
設
立
を
奨
励
、
養
蚕
家
の
共
同
経
営
を
勧
め
た
。
ま
た
外
国
種
や

交
配
種
の
飼
育
研
究
も
進
め
た
。
恵
那
郡
役
所
も
養
蚕
組
合
の
結
成

を
勧
め
た
。
そ
し
て
「
蚕
種
の
統
一
と
蚕
病
消
毒
」
を
指
導
し
、
優

良
生
糸
の
生
産
を
目
指
し
た
。
恵
那
郡
の
原
蚕
の
強
健
さ
は
素
晴
ら

し
か
っ
た
。 

（
六
）
こ
の
地
方
の
蚕
種
業
発
達
に
「
風
穴
」
の
果
た
し
た
役
割
は

大
き
か
っ
た
。 

大
正
期
に
入
る
と
無
計
画
・
無
統
制
の
蚕
糸
業
界
へ
世
界
大
恐
慌

の
波
が
押
し
寄
せ
た
。 

 

大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
に
は
中
津
町
で
「
ア
ン
モ
ニ
ア
式
」

冷
蔵
庫
が
建
設
さ
れ
、
蚕
種
貯
蔵
に
も
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 

そ
の
結
果
「
風
穴
」
の
利
用
が
段
々
減
少
し
た
。 

 
 

第
五
節 

落
合
村
の
養
蚕
業 

落
合
村
の
蚕
種
製
造
は
盛
ん
で
、
明
治
初
年
よ
り
全
国
的
に
注
目

さ
れ
て
い
た
。
『
中
津
川
市
史
』
六
二
三
頁
以
降
に
詳
細
が
あ
る
。 

 
 

蚕
種
の
開
始
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
上
田
庄
蔵
と
鈴
木
利

一
の
両
名
が
初
め
て
秋
蚕
種
各
数
十
枚
を
製
造
し
、
稲
核
風
穴
（
長

野
県
南
安
曇
村
）
に
貯
蔵
し
、
同
年
八
月
に
出
荷
し
た
。
こ
の
成
果

が
良
く
、
や
が
て
各
地
か
ら
数
百
枚
の
注
文
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
業
者
も
増
え
、
東
濃
、
西
濃
、
三
河
地
方
へ
と
販
路
も
広
が
っ

て
い
っ
た
。
落
合
村
の
蚕
種
創
業
は
「
明
治
十
二
年
起
業
爾
来
間
断

無
し
」
（
明
治
三
三
年
『
産
業
統
計
報
告
』
）
と
あ
る
。 

 

風
穴
の
利
用
で
は
、
近
隣
の
「
神
坂
風
穴
」
が
あ
り
、
利
用
に
便

利
で
あ
っ
た
。
「
稲
核
風
穴
」
は
遠
方
に
あ
る
た
め
、
輸
送
等
不
便

で
あ
っ
た
。
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
は
有
志
が
相
談
し
、
長

野
県
西
筑
摩
郡
神
坂
村
内
の
御
料
林
内
に
風
穴
を
構
築
し
た
。
こ
の

風
穴
は
優
良
で
生
育
効
果
が
高
く
、
注
文
が
増
加
し
た
。 

 

明
治
二
○
年
（
一
八
八
七
）
頃
の
落
合
村
の
蚕
種
製
造
家
は
三
○ 

余
戸
で
あ
っ
た
。
起
業
家
及
び
組
織
は
各
社
あ
っ
た
。 

（
１
）
對
山
社 

加
藤
万
太
郎
の
蚕
種
製
造
所
、
明
治
十
五
年
（
一

八
八
二
）
よ
り
製
造
を
開
始
し
た
。
明
治
後
半
か
ら
大
正
五
年
頃
に

か
け
て
生
産
は
毎
年
増
加
し
て
い
っ
た
。
大
正
期
で
は
全
国
各
地
に

販
路
を
広
げ
て
い
る
。
愛
知
県
、
長
野
県
、
群
馬
県
等
で
あ
る
。 

（
２
）
共
栄
社
（
共
栄
蚕
社
） 

明
治
二
○
年
（
一
八
八
七
）
落
合 

村
の
同
業
者
が
一
社
を
結
成
し
た
。
明
治
二
一
年
の
会
員
は
多
数
で 



加
藤
万
太
郎
（
八
二
七
枚
が
最
高
）
上
田
庄
蔵
（
三
八
六
枚
）
井
口 

六
郎
左
衛
門
（
二
七
六
枚
）
鈴
木
利
一
（
二
六
五
枚
）
井
口
善
助
（ 

一
○
一
枚
）
鈴
木
惣
兵
衛
（
一
五
五
枚
）
等
三
○
名
で
あ
っ
た
。 

 

同
社
の
製
造
高
は
明
治
二
四
・
五
年
頃
は
約
一
万
枚
に
達
し
た
。 

（
３
）
玉
置
館 

蚕
種
業
者
は
自
家
の
養
蚕
と
蚕
種
製
造
、
風
穴
管

理
、
販
売
を
行
う
た
め
、
多
忙
で
過
酷
な
生
活
で
あ
っ
た
。
玉
置
家 

で
は
、
県
内
だ
け
で
な
く
、
越
前
方
面
へ
も
販
路
を
広
げ
た
。 

（
４
）
五
洲
館 

上
田
庄
蔵
の
経
営
し
た
蚕
種
製
造
所
で
あ
る
。
全

国
的
に
有
名
で
、
後
継
者
の
政
一
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に 

『
蚕
種
要
録
』
を
発
行
し
た
。
具
体
的
に
製
造
方
法
・
秘
訣
等
が
記

さ
れ
て
い
る
。
風
穴
蚕
種
の
製
造
は
八
月
二
○
日
～
九
月
一
○
日
頃

が
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
桑
は
「
小
牧
」
（
城
下
桑
）
を
最
適
と
す
る
。 

（
５
）
井
口
館 

明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
活
躍
し
た
。 

 

『
井
口
館
営
業
案
内
』
（
大
正
二
年
発
行
）
蚕
種
の
種
類
や
価
格

に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
神
坂
村
三
坂
風
穴
は
明
治
二
三
年 

（
一
八
九
○
）
に
発
見
し
た
。
と
あ
る
。
こ
の
年
十
一
月
に
は
第
一

回
帝
国
議
会
が
開
催
さ
れ
、
十
二
月
に
は
東
京
・
横
浜
間
の
電
話
が

開
通
し
た
。 

 

明
治
三
○
年（
一
八
九
七
）頃
の
製
造
者
は
二
○
戸
程
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
頃
の
落
合
村
の
養
蚕
は
夏
蚕
を
絶
ち
秋
蚕
専
一
と
な
っ
た
。 

 

蚕
種
製
造
も
秋
蚕
を
大
半
と
し
た
。
明
治
三
三
年
（
一
九
○
○
）

か
ら
製
造
高
が
急
速
に
伸
び
た
。
明
治
三
八
年
（
一
九
○
五
）
の
統

計
で
は
、
蚕
種
総
収
入
金
一
万
五
千
円
、
蚕
紙
一
万
五
千
枚
、
原
種 

二
四
万
蛾
で
、
昨
年
よ
り
二
割
増
と
あ
る
。 

 

大
正
期
で
も
全
盛
を
続
け
た
が
、
製
造
家
は
十
七
戸
と
な
っ
た
。 

 

全
国
の
商
工
者
名
簿
に
は
五
名
の
代
表
者
が
載
っ
て
い
る
。 

 

①
糸
魚
川
金
六
（
五
明
館
、
明
治
二
○
年
創
業
） 

 

②
渡
辺
信
吉 

渡
辺
新
平
（
渡
辺
館
） 

 

③
加
藤
万
太
郎
（
対
山
館
、
明
治
十
五
年
創
業
） 

 

④
上
田
庄
蔵 

（
五
州
館
・
明
治
四
年
創
業
） 

 

⑤
上
田
政
一 

（
庄
蔵
の
後
継
者
） 

上
田
宗
治
郎 

 

業
務
は
蚕
種
製
造
販
売
、
蚕
種
風
穴
管
理
、
桑
苗
・
蚕
具
販
売 

を
兼
ね
て
い
た
。 

 

第
六
節 

大
正
～
昭
和
～
現
代
の
養
蚕 

大
正
中
期
は
個
人
蚕
種
業
者
の
全
盛
期
を
迎
え
た
。 

『
帝
国
蚕
業
大
鑑
』
（
大
正
九
年
＝
一
九
二
○
年
）
に
は
二
五
業

者
が
あ
っ
た
。 

 

上
田
季
充
、
島
崎
鉄
吉
（
島
崎
館
・
明
治
一
三
年
創
業
）
塚
田
寿
、 

 

玉
置
芳
兵
衛
（
玉
置
館
）
神
谷
林
蔵
、
丸
谷
鶴
吉
（
恵
那
館
・
明
治

一
九
年
創
業
）
堀
井
宅
治
郎
、
吉
村
五
郎
、
井
口
好
澄
（
井
口
館
） 

可
知
重
蔵
（
好
衆
館
）
井
口
米
吉
、
糸
魚
川
金
六
（
五
明
館
、
明
治

二
○
年
創
業
）
松
井
助
治
郎
、
上
田
庄
蔵
（
五
州
館
・
明
治
四
年
創

業
）
加
藤
万
太
郎
（
対
山
館
）
鈴
木
鈴
吉
、
鈴
木
清
通
、
鈴
木
隆
三 

井
口
杉
男
（
本
陣
井
口
家
）
伊
藤
金
三
郎
、
塚
田
伊
八
（
恵
龍
館
） 

渡
辺
新
平
（
渡
辺
館
）
西
尾
繁
松
（
西
尾
館
）
上
田
宗
治
郎
、
合
名



会
社
進
栄
社
で
あ
る
。 

 
取
扱
種
は
春
蚕
種
と
冷
蔵
種
で
あ
り
、
種
々
の
交
配
種
で
あ
る
。 

 
隆
盛
し
た
落
合
村
の
蚕
種
創
業
も
昭
和
に
入
る
と
蚕
種
製
造
は
衰

退
し
た
。
そ
の
理
由
は
「
浸
湯
蚕
種
」
の
進
出
で
あ
っ
た
。 

 

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
製
造
高
は
二
万
五
千
枚
、
金
二
万
五

千
円
で
あ
っ
た
。
昭
和
初
期
の
繭
安
値
・
糸
価
暴
落
に
よ
り
落
合
村 

の
桑
園
も
減
少
し
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
に
は
三
二
五
反
（
三

二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
あ
り
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
に
は 

一
四
八
反
（
一
四
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
半
減
し
た
。 

 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
の
蚕
種
業
者
は
五
戸
で
四
○
人
、
同
五

年
で
は
専
業
者
が
い
な
く
な
っ
た
。
副
業
六
戸
で
あ
る
。 

 

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
は
副
業
一
戸
・
一
○
人
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
数
は
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
迄
続
い
た
。 

 

一
方
、
夏
秋
蚕
飼
育
戸
数
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
に
は
一
三 

○
戸
程
で
あ
っ
た
の
が
、
同
一
一
四
年
（
一
九
三
九
）
に
は
約
半
数 

に
減
少
し
た
。 

 

全
国
的
な
趨
勢
を
見
る
と
、
落
合
村
と
同
様
、
昭
和
四
年
（
一
九

二
九
）
頃
か
ら
蚕
種
製
造
は
次
第
に
降
下
し
て
行
っ
た
。
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）
三
月
に
は
蚕
品
種
の
統
制
の
法
律
が
公
布
さ
れ
た
。

同
十
一
年
（
一
九
三
六
）
五
月
、
蚕
種
売
買
を
認
可
制
度
と
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
た
。
同
十
二
年
（
一
九
三
七
）
八
月
に
は
規
則
に
よ

り
「
蚕
種
製
造
設
備
」
を
統
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
東
濃
で
は
、

中
津
町
の
三
龍
社
「
勝
野
蚕
種
部
」
が
唯
一
の
製
造
所
と
な
っ
た
。 

お
わ
り
に 

ピ
ー
ク
時
の
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
に
一
八
七
一
社
あ
っ
た

製
糸
工
場
は
、
現
在
七
社
で
あ
る
。
内
器
械
製
糸
が
二
社
、
残
り
は 

「
宮
坂
製
糸
所
」の
よ
う
な
手
作
業
に
よ
る
小
規
模
製
造
所
で
あ
る
。 

 

養
蚕
農
家
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
の
ピ
ー
ク
時
二
二
一
万
戸 

か
ら
平
成
二
四
年
（
二
○
一
二
）
に
は
五
六
七
戸
と
な
っ
て
い
る
。 

 

価
格
競
争
で
外
国
産
（
中
国
等
）
に
負
け
、
国
産
繭
か
ら
の
生
糸

生
産
は
○
・
七
％
に
過
ぎ
な
い
。
か
つ
て
の
生
糸
生
産
王
国
は
滅
亡

し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
繊
維
産
業
も
外
国
産
に
押
さ
れ
て
衰
退
し
て

し
ま
っ
た
。
令
和
で
絹
産
業
も
黄
昏
時
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。 


